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１．はじめに 

地方都市のまちづくりにおいて公共交通が担う役

割は大きく，持続可能な公共交通網の形成が必要で

ある． しかし，地方都市の公共交通の利用実態は十

分把握されていないことが多い． 本研究では山口県

宇部市を対象に，同市の東西軸の幹線交通網を構成

する JR 宇部線と，宇部市交通局のバスの乗降調査結

果を統合して分析を行う．対象データは，2016 年 1

月 13 日に JR 宇部線全駅で実施された「宇部線乗降

調査」(調査対象 6239 名)及び， 2018 年 3 月~6 月実

施の「宇部市交通局利用状況調査」(調査対象 6975

名)のデータである． 

初めに，JR 宇部線の時間帯別乗車数を図 1に示す． 

朝夕には一定の移動需要があるのに対して，昼間の

乗車数が非常に少ないことが分かる． 効率的な輸送

を行う上でこの利用者数の時間的乖離は大きな課題

である． 鉄道とバスを統合し新たな公共交通システ

ムを導入することが可能か，その導入によって上述

の乖離を縮小可能かについて検討することが本研究

の目的である． 

図 1 JR 宇部線全駅の時間帯別乗車数 

２．ピーク需要への対応可能性の検討 

(1) JR 宇部線のピークの特性 

図 1から分かるように，JR 宇部線のピーク需要は

朝 6 時～8 時に発生している． 以下の表 1 に JR 宇

部線の平日朝の時間帯の下りダイヤを，表 2 に上り

ダイヤを示す． 茶色が濃くなるほど乗車人数が多い 

表 1 JR 宇部線平日下り列車の断面乗客数(一部) 

便番号 新⼭⼝ 上嘉川 深溝 周防佐⼭ 岩倉 阿知須 岐波 丸尾 床波 常盤 草江 宇部岬 東新川 琴芝 宇部新川 居能 岩⿐
1421M 5:45 5:48 5:51
1423M 6:21 6:24 6:27
1823M 6:00 6:04 6:11 6:13 6:16 6:19 6:23 6:26 6:32 6:35 6:38 6:40 6:44 6:46 6:51 6:55 6:57
1825M 7:08 7:11 7:14
1827M 6:35 6:39 6:44 6:47 6:49 6:56 7:00 7:04 7:10 7:13 7:16 7:19 7:22 7:24 7:36 7:40 7:43
1829M 7:34 7:37 7:39 7:44 7:48 7:51

1831M/1425M 6:54 6:58 7:03 7:06 7:09 7:12 7:21 7:25 7:31 7:34 7:37 7:41 7:49 7:51 8:01 8:05 8:08
1833M 7:29 7:33 7:38 7:41 7:44 7:46 7:51 7:54 8:02 8:05 8:08 8:11 8:14 8:16 8:26 8:30 8:33 

表 2 JR 宇部線平日上り列車の断面乗客数(一部) 

便番号 宇部 岩⿐ 居能 宇部新川 琴芝 東新川 宇部岬 草江 常盤 床波 丸尾 岐波 阿知須 岩倉 周防佐⼭ 深溝 上嘉川
1822M 5:30 5:33 5:35 5:38 5:40 5:43 5:47 5:53 5:57 6:02 6:04 6:07 6:11 6:15
1824M 6:13 6:16 6:18 6:21 6:23 6:26 6:33 6:38 6:43 6:52 6:55 6:58 7:03 7:07
1826M 6:22 6:27 6:30 6:50 6:52 6:54 6:57 7:00 7:04 7:10 7:16 7:20 7:25 7:28 7:30 7:38 7:42
1828M 6:47 6:52 6:55 7:16 7:18 7:22
1830M 7:31 7:36 7:40 7:44 7:47 7:49 7:52 7:55 7:58 8:02 8:08 8:12 8:16 8:19 8:22 8:37 8:42
3832M 7:46 7:52 7:54

1424M/1834M 8:07 8:14 8:17 8:22 8:24 8:27
1426M 8:28 8:33 8:36  

表 3 JR 宇部線増発後の平日下り断面乗客数(一部) 
便番号 新⼭⼝ 上嘉川 深溝 周防佐⼭ 岩倉 阿知須 岐波 丸尾 床波 常盤 草江 宇部岬 東新川 琴芝 宇部新川 居能 岩⿐
1421M 5:45 5:48 5:51
1423M 6:21 6:24 6:27
1823M 6:00 6:04 6:11 6:13 6:16 6:19 6:23 6:26 6:32 6:35 6:38 6:40 6:44 6:46 6:51 6:55 6:57

6:51 6:56 7:00 7:02
1825M 7:08 7:11 7:14
1827M 6:35 6:39 6:44 6:47 6:49 6:56 7:00 7:04 7:10 7:13 7:16 7:19 7:22 7:24 7:36 7:40 7:43

7:15 7:18 7:51 7:24 7:26 7:29 7:41 7:45 7:48
1829M 7:34 7:37 7:39 7:44 7:48 7:51

1831M/1425M 6:54 6:58 7:03 7:06 7:09 7:12 7:21 7:25 7:31 7:34 7:37 7:41 7:49
7:30 7:36 7:39 7:42 7:46 7:54 7:56 8:06 8:10 8:13

1833M 7:29 7:33 7:38 7:41 7:44 7:46 7:51 7:54 8:02 8:05 8:08 8:11 8:14
7:49 7:51 7:56 7:59 8:17 8:10 8:13 8:16 8:19

8:05 8:22 8:15 8:18 8:21 8:24 8:26 8:36 8:40 8:43 

表 4 JR 宇部線増発後の平日上り断面乗客数(一部) 

便番号 宇部 岩⿐ 居能 宇部新川 琴芝 東新川 宇部岬 草江 常盤 床波 丸尾 岐波 阿知須 岩倉 周防佐⼭ 深溝 上嘉川
1822M 5:30 5:33 5:35 5:38 5:40 5:43 5:47 5:53 5:57 6:02 6:04 6:07 6:11 6:15
1824M 6:13 6:16 6:18 6:21 6:23 6:26 6:33 6:38 6:43 6:52 6:55 6:58 7:03 7:07
1826M 6:22 6:27 6:30 6:50 6:52 6:54 6:57 7:00 7:04 7:10 7:16 7:20 7:25 7:28 7:30 7:38 7:42

7:21 7:25 7:30 7:33 7:35 7:43 7:47
1828M 6:47 6:52 6:55 7:16 7:18 7:22
1830M 7:31 7:36 7:40 7:44

7:36 7:41 7:45 7:49 7:52 7:54 7:57 8:00 8:03 8:07 8:13 8:17 8:21 8:24 8:27 8:42 8:47
3832M 7:46

7:51 7:57 7:59
1424M/1834M 8:07 8:14 8:17 8:22

8:12 8:19 8:22 8:27 8:29 8:32
1426M 8:28 8:33 8:36  

乗⾞⼈数 0~30 31~60 61~90 91~120 121~150 151~
⾊

凡例  
  

ことを示す．表から，JR 宇部線の特徴として，各地

に所在する高校への通学により，各方面に異なるタ

イミングと異なる区間で混雑が発生することが挙げ

られる． 

(2) ピーク需要における対応可能性 

(1)で示した朝のピーク需要が鉄道よりも輸送力

の小さい交通機関で対応が可能か検討する． 連接バ

ス 1 編成の乗車定員を 120 人と仮定し，既存ダイヤ

で定員を超過する区間でその便の 5 分後に続行便を

増発することとした． このようにして作成したダイ

ヤの一部を表 3，表 4 に示す． 増発便は黄色の背景

に赤字で示している．下りダイヤの 1833M を除いて

1 便の続行便で需要を満足することができた． 全体

としては10分間隔程度の運行によって対応しうる需

要量である． 
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３．オフ時間帯における需要誘発可能性の検討 

(1) 各カテゴリ停留所間の OD 表 

宇部市交通局のバスの停留所と，JR 宇部線の駅を

関連付けるために，バス停留所を以下の図 2に示す 4

つのカテゴリに分類する． その上で，各カテゴリ停

留所間の OD 表を表 5に示す． (A)カテゴリ(駅勢圏)

間での移動需要が最も多く，  次いで (B)-(A)， 

(A)-(B)(駅勢圏と沿線)間での移動需要が大きい． 

 

図 2 停留所のカテゴリ模式図 

 表 5 各カテゴリ停留所間の OD 表 

A B C‐1 C‐2 計

A 1304 564 266 82 2216

B 570 231 108 20 929

C‐1 235 74 309

C‐2 86 33 119

計 2195 902 374 102 3573 

(2) 時間帯別のバス利用者数 

初めに，図 1の宇部線乗車数に宇部市東西軸の(A)

カテゴリ(駅勢圏)間をバスで移動する人数を加算し

た結果を図 3に示す． ここでは宇部市交通局のバス

路線のうち主要幹線の「E 系統」の乗客に限定して

いる． 宇部線を青色，バスを赤色で示している．図

3 は既存の駅位置のまま鉄道とバスを統合した場合

に見込むことのできる乗車数と解釈できる． この場

合需要の増加はごくわずかで統合の意義は小さい． 

図 4は，図 1の JR 宇部線の時間帯別乗車数に表 6

で示したバスからの潜在的な転換需要全体を時間帯

別に加算した結果を示している． 宇部線の元来の乗

車数を青色， 加算されたバスからの潜在需要を赤色

で示している． 

図 4は新たな公共交通システムの潜在的な需要全 

 

図 3 時間帯別の JR 宇部線乗車数と E系統利用者数 

 

 図 4 JR 宇部線沿線潜在需要と現鉄道乗車数 

 

体の時間分布と考えることができる．9 時台から 15

時台において，現在の鉄道乗車数の倍以上に増加し

ており，昼間時間帯における需要誘発を見込むこと

ができる．一方，朝と昼の時間帯における利用者数

の差は減少しない． しかし比率で見ると，鉄道のみ

の場合では利用者数に最大16.4倍(7時台の乗車数/10

時台の乗車数)の乖離が見られたが，潜在需要を取り

込むことができれば最大 5.6 倍(7 時台の乗車数/13 時

台の乗車数)まで縮小することが明らかになった． 

４．おわりに 

以上のように本研究では，地方都市の鉄道・バス

の利用状況のデータを統合して分析を行った．今後

の地方都市では，公共交通に関する限られた資源を

有効に活用する施策立案が求められる．そのために

は，自治体，事業者間で交通機関を越えて横断的に

データを共有することが重要であると考えられる． 

O 
D 

－ 277 －




